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董 は じめ に

毎年5月3日 に船宿寺では花供養法要 ・柴燈護摩供養が、寺の連綿 と続 く伝統行事 とし

て催 されている,,

私は董0数年前 には じめてこの伝統行事 に接 して以来毎年の ように参加 し、華やかななか

にも壮厳 な行事 に魅せ られて来た。そ して、行事 を司 る導師や僧侶 の被着 される僧服 に も

関心 を寄せ て きた。

今回、船宿寺のご協力によ り花供養法要 ・柴燈護摩供養で用い られる僧服 と一般の僧服

との共通点や相違 点、 また地方 、他寺で行なわれる花供養行事 との比較 についての調査 、

研 究 を行 ったので報告する。

2調 査 結 果 と考 察

2・1船 宿寺の由来 と歴史

船嶺寺は奈良県御所市 の南部 に位置 し、今か ら1200有 余年前の神亀2年(725・ 奈 良時代)

に葛城村佐味の高宮寺の徳光禅師 レユ}によ り、具足戒121を さずけられた行基(668～749年 ・

奈 良時代の僧侶)が 、この地 に来 られ薬師瑠璃光如来灘 を祀 ったのが始 ま りであ る,,心 身

の病 、苦悩 を救 う薬師如来 を本尊に祀 ったので、この地の山号 を医王 山と呼んでいる。寺に

伝 わる古文書には、葛城 の地 において修業 していた行基の夢の中に「船形の大 きな岩があ

るか ら、その岩の上に薬師如来 をお祀 りす るように」とお告げがあ り、夢か ら醒めた行基が 、

東の山の中 に岩 を見つ け、そ こに御仏 を紀 り船宿寺 と名づけた との伝 えが残 されて いる。

現在その岩場には巌舟明神瓶 と観世音菩薩濁が祀 られ、新 四国八十八番札所 に指定 されて

いる。平安時代以降は弘法大師へ の信仰 とその道場 として今 日に到 っている。

花供養法要 と柴燈護摩供養 は毎年5月3日 に行なわれる船宿寺 における最大の行事であ

る。当寺ではこの行事 に釈迦如来の誕生会 と薬師悔過灘 の法要 とのふ たつの意義 を含 めて

営んでいる,,
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2・2花 供養法要 と柴燈護摩供養の由来

船宿寺の花供養法要 は寺の創建 よ りみて平安時代以降営 まれていた と考 えられるが、南

北朝時代の争乱 と戦国時代 の争乱の二度 にわたる当地の戦乱焼失によ り古記録が失われ、

それが行われていた正確な時期は定かで ない。 しか し現在当寺 にある釈迦誕生仏 と花御堂

(図1)の 造立 より勘案する と、花供養法要が江戸時代 には盛んに営 まれていたことが推

測で きる。例 えば、花御堂の裏の墨書 には、「葛上郡五百家村医王山船宿寺什具第十五世

本浄造 ・干時文政八酉 四月八 日 ・奉為報恩謝徳也」 との記述がな されていることや仏教行

事歳時記 ・花祭 り'1の項の記載 「仏教 の花 祭 りが野山の 自然の花で飾 られるようになった

のは平安時代か らである。のみならず女性 と子供の祭 りとして楽 しまれるようにな ったの

は、江戸 も後期 に入 ってか らの現象であ る。(取 意)」 とい った ことを考 え合わせ ると、船

宿寺の花供養法要の創設 と上述 の時期がほぼ一致 しているように思われる。

花供養では花(自 然、森羅万象)の 供養 と

合わせて人の 「心」 をも供養するといわれて

いる。 自然界では人 も花 もすべて平等である

とい う考えからである。

ついで、柴燈護摩は修験者の山伏 によって

焚かれる。修験道は 日本の伝承的山岳信仰の

一形態 として奈良時代 に役小角(え んのおつ

ぬ)を 祖 として生 まれた と言われ、同時代 に

唐 よ り伝 来 した密教 の影 響 を強 く受 けて広

まっていった。修験道の重要な 「行」 として

成立 した柴燈護摩は多 くの密教系寺院で取 り

入れ られていることか らも、その由来は首肯

しうるものである。葛城 山麓は修験道が盛ん

な土地柄であるが これは、修 開の役小角が御}

所市茅原の出身であることが大 き く影響 して.
や 　 ま ミ

　 モ

いる と思 われる。a冨 灘難
撒 、

2・2花 供養法要 と柴燈護摩供養の構成 図1釈 迦誕生仏と花御堂

花供養 は4月8日 の釈迦如来の誕生会で営むのが本来であるが、花供養の精神には自然

の命その ものへ捧げる供花の意 も含 んでお り、丁度当寺の平戸つつ じ、ぼたん等の花の見

ごろに合 わせて毎年5月3日 に行われている。花が咲 きみだれている境内 を詠歌講 、修験

者の山伏 ・僧侶 ・檀信徒の順 に行列が ね り歩 く(図2)。5年 ごとには稚児の成長 と幸せ

を祝 って正装 した稚児が先頭に並ぶ。

本堂 の前では導師や僧侶たちが整列 し散華 を営 む(図3)。 散華 とは花篭 に盛 られた生
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花や紙製の蓮花の花弁をかた

どった花(蓮 弁)を 散 らして、

仏を供養 し、本堂の外陣 を荘

厳 にす る作法 であ る。つづ い

て本堂に入ると、本尊の薬師

瑠璃 光如来の厨 子の前の大壇

(図4)に は、色 どりも彩 やか

な多 くの花が飾 られ、いつ も

厳か な内陣が ひときは華やか

になる。そ の前 で「花供養法

要次第ゴ にのつ とり修法が行

なわれる。法要 の終る少 し前

に、修験者の山伏 一一行 は本堂

の広場 に築 かれた護摩壇(図

5)の 周囲 に集 り「法 弓の{義」

が行 われ る。柴燈 護摩 の前作

法であるこの儀礼 は、弓矢を

使 って東西南北 ・中央 さらに

鬼門の六つの方角に青 ・赤 ・

白 ・黒 ・黄 ・紫の矢を放 ちさ

まざまな魔の所作 を絶ち、護

摩修法の道場 を結界礁 しよう

とする ものであ る。また、「法

剣の儀」の剣の兇力(じ ゅりよ

く)に よって護摩壇が一一層 浄

め られる。引 きつづ いて 、「柴

燈 護摩式作法∫1〈図6)1こ の っ

とった修法が行なわれる。境

内で は護摩壇の火 は勢いを増

してゆ く悩7)。 その護摩檀

に向 って参詣者のなかに も読

経す る人 も多 く、本堂の内 と

外 とが、繊悔滅罪の果てにい

よいよ浄化 されてゆ く。

図2花 供養の行列形態

図3本 堂の前で整列 した導師や僧侶たち
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護摩の壇木は井桁 に組 む
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図6「 柴燈護摩式作法」を修法 している修験者

の山伏たち
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2・3僧 服の変遷について

法衣史4)によれば 「法衣 とは 『如法衣』 の意で 、『法』 とは 『仏法』 であ り、『仏法に も

とつ く衣』の ことである。『衣』 とは 『身体 を被覆す る布』すなわ ち、『仏 を説 きたまう教

之 に したが って身体 を被覆す る布』、 また 『仏弟子 としてその教理 を信奉 し遵守 し布教す

る僧の服装(取 意)』」 というのであ る。

そこで法衣 を区分す ると袈裟 ・袈裟 を除 く襯身のもの ・袈裟 ・襯身衣 などの さらに下 に

つける もの、頭につ けるもの、附属 の もの と5つ に分け られる。

ところが現在では、袈裟 と内衣 ・袴 ・帽子類 を除 き、衣類 として一番上 に身につ けるも

ののみ を 「ころ も」 と呼ぶのが、一般であるが、これを狭義 に法衣 として称す る場合 もあ

る。 この時 には 「け さ」、「ころも」 と併称 されている。

次に、僧服 の大 きな変遷 について、簡単に記述する。当然の ことなが ら仏教史 とも密接

な関連がある。

日本の仏教 は6世 紀頃に百済 よ り伝 えられた。当初伝持者 はすべて渡来 人であ り、その

僧服 は、形式 はすべて中国の漢、六朝の様式の まま伝来 し、漢系あるいは朝鮮系の人達に

よって着用 されたのがは じめ とされている。

その後 、聖徳太子が女帝推古天皇の摂政 とな り、 日本 とい う国号 をたて、朝廷 を確立 さ

せ るとともに、仏教興隆に力 を尽 くしたのである。聖徳太子の時代が仏教尊崇 をもっては

じまったことは、次 に述べ る僧侶の衣服 である法衣 史を語 るうえで忘 れてはならない こと

であ る。

日本 における最初に明文化 された服制は、推古天皇11年(603年)制 定の冠位12階 である。位

に したがって冠の色が決め られた。さらに推古天皇16年 には冠の色 と服の色が同 じになる。

冠 か ら衣服へ と服 の制度が展 開 し、文武天皇の大宝元年(701)に 律令 の制定に よって

衣服令が定められた。 この大宝の衣服令 は詳細な内容は伝わ らなかった。

天明天皇和銅3年(710)に は奈良に都 が遷 された。仏教 につ いては、聖徳太子 よ りひ

きつ いだ仏教保護政策が聖武天皇に よって行 なわれた。 こうした中、天正天皇の養老2年

(718)に 大宝の衣服令が修正 され、養老の衣服令に改正 された。袈裟史5)によれば、養老

の衣服令には僧尼令が発布 され、その中で僧尼 はいかにあるべ きかが明示 されている。そ

の申の僧服 についての箇所 を要約する と、「僧尼 は木蘭色、青碧、皐色、黄お よび壊色等

の衣 を着 ることを許す。余の色及び綾 ・羅 ・錦 ・綺(い ずれ も高級な織物)は 用いてはい

けない。これに違反する者 は十 日間の苦役 にする。又俗衣 を着 たならば百 日の苦役 にす る」

というように法制化 によ り厳 しい罰則が設 けられているのが特徴である。木蘭 ・青碧、皐、

黄お よび壊 色の ものだけであ り、地質 も、織文様 のあ るもの、高級 な薄 くす けた地質の も

の、三色以上 の文様 を使 った織物、糸を編んで組み もの とした ものなどの高級 品は使 って

はならない と規定 されている。す なわち麻 や施 といった素材で質素 な ものに限ると記 され
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ている。 ここで言 う俗衣 とは衣冠 をつけることを意味 している。 したが って俗衣 を着たな

らばとい う意味は、朝廷 出仕 の官史の服装 を身にす るな との意味である(取 意)』 とこと

細かに衣服の素材 ・形態について定められているように、権力か らの圧力に より僧服 に対

す る規制 と共に、僧尼達への法による しめつ けと支配が強 まった時期 で もあ った。8世 紀

の初めの奈 良朝前期の頃は僧尼 の社会的な地位 が現在 に比べて低か った一時代である。

聖武天皇神亀元年(724)よ り桓武天皇延暦24年(805)ま でがいわゆる奈良仏教 の全盛

期であ り、養老の衣服令の中の僧尼令 に出 されたような禁令の線 は崩れ、仏教 はい よいよ

国教 としての地歩 を固めるのである。 日本国中の国ごとに国分寺が建立 され、東大寺 は総

国分寺 として、 また僧寺 と尼寺 との区別 も行 われた。国分寺 の制定 は、政治 と宗教 との近

接 とい うよ りさらに進んで政教一致 を意図 したものである。

次 に、称徳天皇 の天平神護2年(765)に は、僧侶であ る弓削道鏡が法王の位 を授 けら

れた。法王の地位 は今 日の行政の執行最高官 に相当す る位である。道鏡 は法会執行者 とし

ての立場か ら、従来朝廷厳儀使用 の礼服 を僧侶 にも被着で きるようになった。 さらに、僧

侶が被着す る色衣 として、朝廷 より禁色 されていた緋 ・紫が許され使用 された。 したがっ

て、道鏡の栄進が僧服の上 に非常 に影響 を与 えた事 は、見逃す ことの出来 ない事実であ り、

また僧侶 の俗世間での地位が、この時ほ ど高 くなったことはかつてないのであ る。 この時

代の法衣が正倉院御物6)として一領 のこ り袈裟付 羅衣 と称 され当時の まま残 ってい るので

あ る。

この時の一般の僧侶の法衣 としては、上衣には編杉 と云 われる背が割れた仏教教理 に依

るものと、下半 身には裾 をつけたものが被着 されている。

ついで、この当時の袈裟 について調べ る と、袈裟には、大衣 ・中衣 ・小衣の大 きさがあ

り、この三つを総称 して三衣 とい う。大衣 は二十五条か ら九条 まで僧伽梨(sa血ghaの とし、

中衣は七条で馨多羅僧(uttarasahgha)、 小衣 は五条で安 陀衣(antarvasa)と 定 められている。

袈裟 は必ず田相 という方形の部分 と、縁(条 葉)と いう縦横 を区画す る部分か らなって

いる。 これは、い くつかの布 を綴 り合せて一つの衣 を作 っているのである。

この時代 の袈裟 は 「如法衣」 と 「納衣」か らな り、納衣はさらに 「甲袈裟」 と 「糞掃衣」

の二つ に区別 される。

「如法衣」 とは
、釈尊時代か ら戒律 の定めに従って法 の如 くに縫製 された袈裟 とい う意

味であ り、色合について も如法の もの、す なわち木蘭色等の壊色の一色 を用いる。

形 も色 も、 ともに法に従 っている という意味で 「如法衣」 と称 している。 この法衣は同

色の布 をつ なぎ合わせた もので、その合 わせ 目が重 なるために縁が濃 くみ えて別布 のよう

に思われるが、縁 には別布 を使用 されていない。この縫 い方は、縁の一方 は縫いつ けるが、

もう一方は所々縫い止めるだけで開いた ままにして仕立てたので、これを開葉 とい う。如

法衣の場合 は単衣仕立である。
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「甲袈裟」 とい うのは納衣の一種で
、縁(条 葉)と 甲 とがあ り、縁 は黒で田相の部分を

甲といい、その閣の色相 によって名称がつ けられている。

「糞掃衣」 というのは納衣の一種で、人のいやがる捨てたぼろ裂 をよせ集 めて綴 り合せ

て作 った衣 とい う意味である。

この時代の袈裟の素材は、野蚕の絹、木綿、羊毛、麻、鳥毛等 を使用 してお りバラエテ ィ

に富んでいたが、立派 な織物 は禁 じられていた。

袈裟の着装 は偏祖右肩 といって左肩 に覆い右肩 を露わにするのが通常の姿であるが、説

法する時 には通肩 とい って、両肩 をまとうようになっている。右肩 には釈迦如来がお られ

るということで、右肩があ けられているのである。

また…風変 った袈裟 として、結袈裟があるが、これについては後述(2・4-3修 験者

の山伏たち)す る。

延暦13年(794)桓 武天皇 が都 を平安京 に移 した。平安 初期 には唐か ら新仏教 として、

天台 ・真言 両宗が最澄 ・空海 によって伝 え られた。奈良朝における仏教 は渡来人であ る唐

僧 によって教導 されたのに反 し、平安時代では 日本人の僧侶がその中心 になった。平安時

代 は、その初期の一時期 を除いて、あ らゆる面 において中国文化 を離 れた 日本式 の文化が

樹立 された時代であ った。それは、文学 において は 「かな」の創案であ り、仏教 において

は、 日本の古俗である神 道に融合 され、神道の中に仏教理念 を展開 し、仏教の中に神道 を

見出 したことであ り、僧侶 の服装 において は、イン ド以来の伝統であ り仏教その ものの基

本的不可欠であると考 えられていた正色、た とえば壊色でなければな らない三衣で も、仏

教の 日本化のために破 って 日本古伝の尊ぶ 白に変えるな どの変化がみ られ、奈良時代 の唐

代その ままの ような姿 は影 をひそめた。

平安 中期 の仏教 界は、加持祈薦ηな どの仏事 により皇室、藤原氏 の厚い支持 を受けるこ

とによって、国家の行 う年 中行事 にも仏事が多 く取 り入れられ、貴族社 会における仏教行

事が広 く普及す る機縁 となった。 この ような時代情勢の中で僧侶の社会的地位が格段 と高

くなった。

この時代の僧服の特徴 は、平安朝に創作 された法衣、たとえば養老の衣服令 の礼服 の系

列 を引 く砲裳 ・蓑代 ・白の鈍色 ・素絹 などが広 く用 いられたこ とである。

これ らは、国家の仏教 を司祭す る官僧の衣服 としての性格 をおびてきた。奈 良時代 にも

一部 には宮衣 として礼服 の法服化 は見 られたが
、この時代は更に進展 し、 日本式の法衣制

がほぼ完成 された時代 といって も過言ではない。 したが って、俗服であった朝服が法衣 と

して採 り入れられたのである。 これは俗服 の法衣化 といえるであろう。

「炮裳」(図8)と は法服 ともいわれ
、法衣 として最高の儀式服 である。砲裳 の形式 は官服

であれば束帯に当る ものである。砲裳は同色同裂の織物や綾地、あるいは夏は薄物で有紋

である。その構成は、炮 、裳 、細、単、下襲(大 帷)、 表袴、大口、帯 、機、檜扇 、数珠 、

一132-一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

大手前女子学園(大 手前女短大研集)「研究集録」第10号(1990年)

浅沓 となっている。砲の襟 は僧綱襟 といわれる広襟を頭の背後で方位 に した形式 、これは

本来僧綱職 にのみ許 されている。 これに七条袈裟お よび横被 と修多羅で 吊 してかける。天

台宗では探題職になると、白又は標 の帽子(も うす)を 頭か らつ けることが許 されている。

真言系で はこの ことを賜袖 といい、 これについては後述(2・4-1導 師〉す る。

図8僧 侶の抱裳七条袈裟姿

1。 帽 子

2.七 条 袈 裟

3.横 被

4.抱

5.下 襲

6.裳

7.表 袴

8.大 口 袴

9.複

10.数 珠

11.檜 扇

「嚢代」(図9)と は法皇
、法親王の料 として定 められた もので、宿装 束又 は大装代 と

呼 ばれ、「最高の礼服」 として扱われた ものであ る。装代 の砲の形状 の特長 は文官の流れ

をくむ縫腋砲であ り、腋が縫 われてお り、欄 には雨覆のあ るものである。その素材は紋織

で色有色である。装代 の下には、単、相、大帷、指貫の下 は下袴、機沓 、檜扇や数珠 を持

ち五条袈裟 をつける。

1.裏 代の僧綱襟

一133一

2.五 条袈裟 の威儀

3.装 代(垂 領 で縫腋抱)

4.五 条袈裟の小威儀

5.五 条袈裟

6.桧 扇

7.数 珠

8.裏 代の欄 の雨覆

9.装 代の欄

10.下 襲

11.指 貫

12.機

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

船宿寺における花供養法要と柴燈護摩供養の僧服について

「鈍色」(図 勘 とは無紋単衣の白の法衣で、神道 的行事にふ さわ しい もの として仏教が

日本古俗 に融 合 し、前述 した とお り仏教の 日本化が成立 した時に創案 された。鈍色の法衣

と しての位置は炮裳の次位 に属 している。鈍色 の着用次第 は砲裳 と同様 であ り、式正 の時

は表袴 、七条袈裟 を被着す るのが本来であるが、砲裳 よ り一段軽 く着用する場合は指貫、五

条袈裟が通常 として用 いられている。五条袈裟 とは威儀紐 と呼ぶ巾二 巾 ぐらいの くけ紐 を

用い、また両袖の上部に小威儀紐で結 び合せて垂れ さがるのを防 ぎ、吊す形式の袈裟で あ

る。 ここで、五条袈裟 とい うのは、今 日いわれているところの紋 白の五条袈裟 の意 である。

1.鈍 色の飽の僧綱襟

2。 五条袈裟の威儀

3,鈍 色の炮(臼 色)

4.五 条袈裟

5。 五条袈 裟の小威儀

6。 数珠

7.ド 襲

8.鈍 色 の裳(白 色)

9。 ま旨貫(奴 孝奄)

図10僧 侶の鈍色五条袈裟姿

「素絹」 は、僧侶が国の祭祀 の為参 内する とき着用するため創案 された。 もともと素絹

は村上天皇の頃(946～966>、 天台宗の良源の時に勅許 によって賜 わったと云 われている。

この ような経違が示す ように、素絹は天皇の御斉衣 に極めて類似 している とい う点が挙げ

を)れる反面 、相違点 をとしては、御斉衣 が盤領(あ け くび)と いって詰衿型(丸 型 であ るの

に対 して素絹 は垂領(た れ くび)と いって着物の衿型 となっている点が挙げ られる。 また、

素絹 は生絹 、無紋で単衣仕立である。素絹の着用では下襲 を用 いず、公家 と同様指貫をは く。

本来僧服 は等身位のサイズであった ものが、 この時代 に長素絹や袈代 のように一身半に

も及ぶ ものが現われ、法服の長大化 が顕著に示 されたことを一つの大 きな特徴 なことが ら

と して指摘す ることがで きる。反面 、一般僧侶 は素絹の長 さを短 くし、等身に して曳 きず

らないで着用出来る半素絹あるいは切素絹 を被着 していた。 また、素絹 に類 したもの とし

て、素絹 の長 さを短 くした空砲(う つほ)・ 裳付 などがあった。

一 茎34一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUnlverSlty

大手前女子学園(大 手前女短大研集)「研究集録」第10号(1990年)

この時代 には末法思想8)とともに阿弥陀信仰 が盛 んにな り、極楽 の世界 を地上 に現 わそ

うとして、袈裟や衣 にこの世の ものと思われぬ美 を求め、黄金珠玉や金銀によって飾 られ

た ものが流布す るに致った。他方で は、貴族化 した仏教 を離れて民衆 に根 ざそ うとした聖

(ひ じり)と云 う人達がいた。その人達の服装 は空砲姿であった。 この頃 に修験の法衣は確

立 されたのであるが、 これについては後述(2-4-3修 験者の山伏たち)す る。

建久3年(1192)に 源頼朝が征夷大将軍 にな り、鎌倉幕府 を開いた。 この時代は武家政治

が確立 された時代 であ り、封建制度の始 まる時期である。鎌倉時代 の仏教 は、一言でいえ

ば、平安時代の貴族仏教 と末法思想に対 しての反省の上に立 っている。鎌倉時代の仏教 は、

歪め られた 日本の仏教 を釈尊直流の仏教へ と復古 させ ようとする思想 に基づいてお り、加

持祈禧の思想 に内的信仰の恢復 をはか った。浄土宗 、浄土真宗、時宗、 日蓮宗の新興宗教

が出現 し、宋 との交流によって栄西が臨済宗、道元が曹洞宗 というように禅宗が伝来 して

きた。貴族的な平安仏教 に対 して、鎌倉仏教は武士 ・農民の宗教的要求 を名号唱名 とい う

誰で もが実践 できることによって満 たそ うとし、広 く信者 を得た。

この当時の僧服 については、栄西 ・道元が入宋 して新 しい仏教 を求め、法衣 において もほ

ぼ完全に当時の宋代 のまま伝 えられた。それが禅衣である。天台 ・真言の平安朝に発展 した

教団の僧衣 を教衣 と呼称 し、戒律 による僧衣 を律衣 と呼称 し、鎌倉時代 に新たに渡来 した禅

宗の僧衣 を呼称 して禅衣 とい う。禅衣 には、袈裟 ・衣 ・襯 身の衣 が含め られる。禅衣が宋代

仏教か ら移入 したことは、鎌倉時代の法衣史 を考 える上で特記すべ き事柄に挙げ られ る。ま

た、法衣 も当時の宋代の様式その ままが受 け入 れられたため、禅衣 の 「ころ も」いわゆる直

綴(じ きとつ)は 特別大 きな袖 巾と袖丈 を特徴 としている。直綴 はその祖は編杉、裾子であ

り、それが さらに中国の風土に とけこんで、中国古来 の俗 衣の影響 を受 けつつ形成 された

形、す なわち上衣(編 杉)と 下衣(裾 子〉が腰の ところで綴 じ合わ されて一枚 の衣 となったも

のである。この時の袈裟 は二十五条ない し九条僧伽梨 であ り、大衣 を常に まとい長 さも長大

になっていた。此頃中国か ら輸入 された金欄の織物が袈裟に用い られる ようになったが、そ

れがいわゆる甲袈裟様式 いわれる もので華麗 さに特徴がある。臨済宗の袈裟の特徴 は大 き

な修多羅 を用い ないで単に飾 り紐 とし、また象牙 の環珊(く わんぱい)で 結 んで、座具 とと

もに用 いるのを通常 とした こどである。さらに、絡子(ら くす)ま たは威儀細 と呼ばれている

袈裟の一種が あるが、これは禅宗の伝来 とともに導入 された。絡子 とは五条袈裟の一種で、

二本の紐で吊 して正 しく前 にかける。つ ぎに、道具衣についてであるが、中国の深衣の流れ

を くみ、時には完備 した形状 の直綴だけを呼称す ることもあ るが、本来は以下に述べ る もの

を被着 して、初めてその名 にふ さわ しい ものになる。道具衣(図11)の 構成 は、烏帽子(く ろも

うす)、九条袈裟(左 手の袈裟 の下 に座具)、国師衣(香 色、本道具衣 また は道具衣)、 紗布杉、

平行帯、白機、法堂沓、笏、払子、如意の一つ を持 つ となっている。道具衣 には大腰 に二本の飾

り紐がつけ られ法服 として今 日に及んでいる。その構成 の中か ら座具、紗布杉、平行帯 に説
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明 を加え る。「座具」 とは礼拝の とき床 に敷いて用い るもので、携行の際 は左腕 にかける。

座具 を携行す るのは禅宗(臨 済 ・曹洞 ・黄漿)と 禅衣の系統の法衣 を用いる現在の時宗だけ

である。

1.国 師 衣(本 道 具 衣 ま た は 道 具 衣)

2.象 牙 の 環 珊

3.九 条 袈 裟

4,座 具

5.白 衣

6.紗 布 杉

7.臼 複

8.法 堂 沓

9.鳥 帽 子(く ろ も うす)

図11僧 侶の道具衣九条袈裟姿

「紗布杉」 とは直綴 の下着 と して用 いるもので、形は直綴 の腰から上 だけか らな り、通常麻

地、単衣、時には袖杉 といわれる襲(か さね)を 袖 口につける。公家服装 の砲の下にか さねる

下襲 と同 じ用途であ る。

「平行帯」 とは飾 り帯で
、通常 は丸打の組紐が用いられ、胴 をしめ る部分 と飾 として垂れ

下が った部分 とで構成 されている。

一方、一遍上人は貴族仏教 を民衆の もとへ返 えさん と、村か ら里へ、里か ら町へ と念仏勧

進 の遊行 を続け、浄土宗の流 れを くむ念仏教団の時宗 を興 した。ここで、時宗 の法衣は従来

の中国的な また、日本の貴族 的な法衣 を捨 てて、庶民服 を取 り入れて裳 の観念 を排 した。裳

な し衣で粗 雑な繊維のゆえに 「綱衣」 と呼ばれ、他の宗派 からは法衣 とは思 えない と非難

されているが、時宗 の人達 は却 って これを阿弥衣 と尊んだ。綱衣(図12)の 着用次第は白の下

着 ・綱衣 ・綱衣の下襲の衣 ・黒の帯 ・白の手 巾 ・数珠 ・南無阿弥陀仏 と書かれた紙片 ・脚

絆 ・乱 れ緒(草 鮭)で あ り、黒の五條袈裟 をつ けている。

鎌倉幕府が滅 び、後醍醐天皇 を中心 とす る建武の新政 と南北朝対立、そ して足利尊氏の

室町幕府へ と時代が 目まぐるしく移 り変 り室町時代(1388年)が 始 まる。 この時代 は下剋

上の世 といわれ、実力競争の社会であ り、実力のある ものが下か ら起 きあがって上の者に

とってかわることが出来 る時代であった。公家から政権 を奪取 した武士の心 の支えは、公

家 と共存 していた平安朝の貴族仏教で はな く、新 しく渡来 した禅でなければならなかった。

また、禅 は公 家 に対 して も世 の新 しい理 念 と して受 け入 れ られ、信徒数 を増や した。
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その影響 もあって武家 ・公家の支配者層は、禅衣 に似た服装、た とえば、宿直服、直垂、

大紋な どが流行 した。 この ような過程で禅衣の形態が確立 したので ある。従来 「ころ も」

と呼ばれていたものは、裳 ・素絹であったが、室町時代 には新様式の直綴 を 「からころも」

(中国 より渡来 した法衣)と 呼び、その全盛時代になったので 「ころ も」 と言えばいわゆ

る 「か らころ も」の直綴 のことでであ った。

また一方、室町時代の初期 には時宗の勢力が強 く庶民層 に深 く根 をおろ し、前述 した よ

うに法衣 とはいい難い裳な しの綱衣 もみなおされた。 しか し、中期 には、時宗の衰退 とと

もに、浄土真宗、 日蓮宗がめざましく発展 してい く。つづいて室町時代 の後期 に、京都中

心 に富裕 な商工業か らなる町衆に深 く根 ざ して行 ったのは、 日蓮宗(法 華宗)で あった。 こ

うして、武家 には禅、農村には浄土真宗、町衆 には法華 、芸能 に時宗 と大 きな流れ をみる

ことが出来る。また、僧服 については、法華宗では法衣 として天台 ・真言系の教衣 の抱裳 ・

素絹が着用 され、浄土宗系では禅衣、時宗 には綱衣 とい うように着用 されている。 この頃

の真言宗では直綴の着用はみ られ なか った。 さらに芸能では、室町 に完成 した能楽 は、時

宗風 の名 を持つ観阿弥 ・世阿弥の二大天才 の出現 によって、猿楽 より出でてその地位 を高

めた。その舞台に用いる能楽の法衣 は水衣 といわれ、いわゆる正式 な法衣で ないが、時宗

の綱衣が昇華 していった もの と見なせる。

1573年 織田信長が足利義昭を追放 してから安土桃 山時代がは じまる。 この時代 は海外発

展 と実力尊重の開放的な雰囲気 にみち、豪華 ・雄大で仏教の影響 の少ない現実的文化が、

新興大名 と都市 、大商人の間で発達 した。この時の僧服 として足利時代 より道服が用い ら
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れていたが、茶道 の大成 したこの時代の千利休 らによって多 く着用 された、,

道服の着用者 は仏教に帰依す る在俗者の用 うる もの と して黒(ま た は濃紺)、 お よび賜

色(緋 、紫)以 外の他の色が用い られる。道服の定義 はしに くいが、道服 とは形 はまった

く直綴 と同 じく袖丈 は長 く、袖巾 も広 く、裳 には襲があ り腰か ら下についているが、直綴

の素材 は無紋の麻 であるのに、道服の素材 は有紋で絹 となってお り、夏には紋紗 を通常 と

している。現在、道服 とい う名で使用 しているのは、真宗 ・大谷派である。 さらに、小道

服 といって、道服の裳の両脇 を糸でかが ったものをい う。小道服 は道服 の簡略化 された も

のであ る。 この小道服 を着用 しているのは、天台宗および真宗 ・興正寺派である。

1603年 、徳川家康が征夷大将軍 となって江戸幕府 を開いたのが江戸時代 のは じまりであ

る、,鎖国が始 まる とともに、幕府 はキ リス ト教 を禁 じ、やがて幕府には宗 門改役がおかれ、

全国民 の戸籍 を作成 し、その管理 を寺院に委 ねるようになった。 ここに民衆 を掌握すると

いう政治権力的施策 による檀那寺 ・檀家の制度が成立 し、仏教史以来の 「国教化」が成立

す るに至 った。時代 は移って 「民主国家」 となった現在で もこの檀那寺 ・檀家の風習 は権

力云 々ではない形態 と して生 きている。 このような制度 によって江戸時代の社寺は完全に

幕府の支配下 におかれ、本寺 を頂点 とする本寺一末寺 の階層的な末寺組織が作 られそれ を

規制する法令 も定め られた。こ うした外 的圧力の もとで寺院において も、た とえば法会に

おける着席順序 や階位 を示す僧服規定な どによって、身分 と階級の有差 を明確にす る制度

が導入 されて来 た。鎖国体制下の時代にあって、新宗派 をたてた り、 また新義異 を唱えて

ならない と禁 じられていたのにもかかわ らず、黄襲宗の一宗だけが認め られた ことは特筆

すべ きこ とであった。黄漿宗 は中国人の明人隠元隆埼 によって聞かれた。黄襲宗 は山号 ・

寺号 をは じめ法衣 ・法会について も中国式が用い られた。法衣 は明末清初 の様式の ものが

日本に移入 された。 中国式で は法衣は袈裟のことであ り現在…般にい う法衣(こ ろも)は

法服 と呼んで区別 している。黄躾宗の法衣は唐時代 にあった赤袈裟の伝統 を残 してお り色

彩は赤色が用 いられ、摸 葉を有 し、裏には金一色 の金欄がつけられていて、他宗派にはみ

られない様式である。 また法服の形状 は直綴 と同様腰つ ぎがあ り、祷の部分はひだで はな

く継 目が左右の前 身の妊の線…つ、その後身に一つあ り、背面中央がわかれているのが特

徴 であ る。 また、黄襲衣の中で最正装 は開堂衣 である。 これは要す るに裾の部分 が完全に

二重 になっている とい うことである。なお黄襲衣 と開堂衣 とも、袖大巾…巾半の大 きさで

ある。以上が黄躾宗における法衣 の概要である。

この時代 、「ころ も」、「法衣」 といえば…般的 には直綴 を指すが、わず かにあ る直綴 を

用 いない代表的 な寺は高野山古義真言一一派9)や黄襲宗等 であ る。この時代 における僧服の

素材 について述べる。素材の織物 は従来、中国か ら渡来の輸入品に依存 していたが鎖国 と

い う政情のため、国内でまかなわなければならな くな り、主に京都の西陣織 の技工の向上

により高級 な金欄織物が可能 となった。 したが って、法会には金欄の袈裟が さかんに用い
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られ るようにな ったの もこの時代である。

しか し、法会の儀式で着用する僧服 は荘厳化するのに反 し、僧侶個人の 日常生活で着用

する僧服 は簡略化 され、た とえば、金欄 を輪 に してかけるような袈裟、改良された法衣 な

どがあ り、僧服の標識化が行 なわれて くるのであ る。江戸後期 には各宗派によ り僧侶 の階

級服装に関す る報告書が、徳川幕府の寺社奉行 に提 出され、当時の各宗派の法衣 は制度化

された。

2・4船 宿寺 における花供養法要 と柴燈護摩供養の僧服 について

2・4-1導 自而

花供養法要 を司 る導師の法衣の着用次第(図13)は 嬬絆 ・白衣 ・素絹 ・石帯 ・白足袋 ・燕

尾 ・檜扇 ・花篭 とな っている。袈裟 には七条袈裟の金欄錦織の遠 山紋様 を用 い、横被 と数種

の糸で組 まれた修多羅 をつ けてい る。さらに七条袈裟の上 に白羽二重 の賜袖 を用いている。

賜袖のいわれは、宗祖弘法大師が厳寒の修法の際着用す るように嵯峨天皇 よ り袖 を賜 わっ

た とい うことか らきてお り、賜袖 と称 された。賜袖 は七条袈裟の上 に正服 の著号 の一つ と

して用い られている。 日本仏教の儀礼1°)には七条袈裟の遠山紋様 は導師のみに被着が許 さ

れるという記載がある。

また、横被 は七条袈裟 と同様の裂地 を用い、被着 は右 の肩に打 ちか け左 の腋へ と流 しつ け

る。横被 は奈良時代 には使用 されていず、平安時代 になって弘法大師請来11)乾陀穀系の七条

被着 されてお り、すべ て七条袈裟 には必ず横被 を被着す るということが、今 日も真言宗にお

一139一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUnlverSlty

船宿寺における花供養法要と柴燈護摩供養の僧服について

いて継承 されてい る。また船

宿寺の花供養法要 には被着 さ

れていないが、寺 の最 も古 い

行 李には、一見 フー ドの様 な

僧綱襟付 の炮(図14)や 裳(図

i5)、袴(図16)、 七条 袈裟(図

17)、横 被(園18)、 修 多 羅(図

19)、素絹等多数の僧服が所蔵

されてい る。それ らの僧服 は

いつ 頃の時 代の ものか と調査

して見 ると、当与の住職 の話

と行 李の中に入っている畳紙

の書 き付 け とを総 合すれ ば、

これ らはすべ て明治塒代の も

ので ある こ とが判 明 した。こ

の よ うな事 実 よ り推 察す る

と、花供養 法嬰か 当寺 で初め

て営 まれてか ら明治頃 までは

導 師の法衣 は、抱裳の礼服 が

被着 され ていたのではないか

と推 測 され る。明治以降 にお

い ては、花供養 法要で は炮裳

の代 りに素絹、機の代 りに白

足袋が被着 され、袴 は省略 さ

れていた ようである。また、現

益 一ド着 に被着 され る儒絆、白

衣などは 一般の着物 と同 じ物

が用 い られ ている。導師 の法

衣 について は、わずかで はあ

るが簡略化 の傾向がみ られる

もの の、依 然 として伝統 的か

つ儀礼的な僧服 の形が伝承 さ

れていることがわか った。
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図17七 条袈裟

2・4-2僧 侶 たち

僧侶 たちの法衣(図20)は 、主 に素絹(図21)が 用い られ

ているが、編杉 ・裾(図22)や 直綴(図23)も 好み によ り被

着 されている。修業僧 のみ空抱(図24)を 着用 している。

素絹 は、真言宗 においては平安の頃に天皇 よ り賜衣 と

して賜 わったので、多 くの僧侶 たちが寺院の重要 な法会

には例外 な く被着 されている と言 うことである。平安の

頃の素絹は裳裾 を長 く曳 くので長素絹 といい、また裳裾

を等 身に切 りつめて いる ものが切素絹 と言 われていた

が、現在では一般的 に長素絹 と切素絹 を区別な く素絹 と

呼称 されている。ついで、法衣 として中国 において形成

された編杉 ・裾 は、最古形式のまま現存 している珍重す

べ き法衣である。現在 もこの花供養 において僧侶たちに

編杉 ・裾 は着用 されている。つ ぎに、直綴 においては、

鎌倉時代に禅宗の禅衣であったがため、江戸時代 までは

真言宗 には直綴は用い られなか ったが、近代 に入 り真言

宗高野山派宗制'2)の中の正衣 に直綴が表示 されてお り現

代 においては直綴 も併用 して用い られてい る。空抱 は切

素絹 と同 じく、等 身にして曳 きづ らないように欄文二つ
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図18横 被

図19修 多羅

折 りにして被着 されている。現在、空砲が着用 され伝承 されているのは、真言宗のみであ

る。次 に、僧侶 達の法衣 の色衣 について述べ ると、真言宗(古 義)高 野山派宗制13)の中法衣

被着の分限によれば、権少僧正以上は紫色 となっている。当寺の花供養において も僧侶 た

ちは織紋絹 の紫 を着用 していた。宗制14)では空抱 は本来墨(す みぞめ)と 決めてい る。
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僧侶 たちの袈裟 は、当寺の花供養では如法衣が被着 されている。如法衣 とは、律の定め

によ り縫製作法が定められた袈裟 と言 う意味であ る。通常如法衣 と称す る場合は、七条如

法衣 を指す。また、空抱 を被着 している修業僧の袈裟 も如法衣が用い られている。したが っ

て、僧侶たちの僧服 は、その基本的な形態のまま維持 され引 きつ ぎ後世に遺 されてゆ くこ

とになるのであ る。
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2・4-3修 験者 の山伏たち

柴燈護摩供養 を行 う修験者の山伏 一行の着用次第(図25)は 頭 に頭 巾(と きん)、 身に

鈴懸、袴 は括 り袴、結袈裟 を侃 び、尻 り当ての引敷、白手 甲、脚絆 をつ け、草鮭 をはき、

走索、螺緒(ら お)、 法螺貝を持 っている。

1.頭 巾

2.結 袈 裟

3.結 袈 裟 の 梵 天

4.鈴 懸

5.白 衣

6.法 螺 具

7.手 甲

8.螺 緒

9.走 索

10.錫 杖

11.括 袴

12.引 敷

13.月 却糸宇

14.草 鮭
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さらに、修験道に所用する法衣、法具の12種 のうち旅行用の笠の飯蓋 ・念珠の修行のた

めの数取 り具 の最 多角念珠 、読経 の際の伴奏 の錫杖(し ゃくじょう)、修験 の法文 を入 れ

た肩箱、修験の法具 を納 めて肩 にお うもの笈(お い)、 旅 のための金剛杖 を身につけて、

由野 を践渉 して修法を行 う。鈴懸 は金剛界の九会の曼茶羅 ・括 り袴 は胎蔵界の八葉曼茶羅

を象徴 しているといわれてい る。

結袈裟につ いては、修験者が山野歩 きや石山草木 を運 び、村 を去 って無人の境地にお も

む く特性上 、独特 の袈裟のつけ方がな された。それは僧架梨である九条の袈裟をたたんで

結 び、肩か ら掛 けるとい うことである。結袈裟には、飾 り房を梵天 と称 している。この六

房は六波羅密 を表 わ している。

修験者 の法衣 と僧侶 の法衣 と比較す ると、 むしろ法衣 というよ りも、 日本古来の在俗の

服装 に近 いように感 じられる。なぜ ならば鈴懸 の形は 日本古来の在俗 の直垂 の形 と似てい

て、修験の法衣 と異なる所 は、脇 に別布 を入れ襲 になっていること等があげ られ、直垂 も

上衣 と下衣 に分かれ下衣は括 り袴 であ るからであ る。直垂 は平安時代 には宿直の時 に着垂

れる衣 という意味で夜着 を意味 したものであ ったが、鎌倉時代に入る と一式 に武士の常服

となった。 このように、同 じ服装が時代の移 り変 りによって着装行動や着装階級が異なる

とい うことを考えれば、被服 と時代背景 とい う歴史の重みを痛感 させ られる。

奈良時代 か ら平安時代 にかけて修験者の法衣の形態が確立 されたが、現在 もほぼ同一の

形が継承 されている。

3ま とめ

僧服の変遷 を時代的背景 と共に考察 しなが ら、船宿寺で現在営 まれている花供養法要 と

柴燈護摩供養 における僧服 につ いて類推 して来た。政治 ・文化 における時代の推移が激動

している昨 今にもかかわ らず、僧服 においては、伝統的その ままに近い形態で引 き続 き伝

承 されている。 これは仏教の教義 とい う深 く大 きな背景 を無視するこ とはで きないであろ

う。調査 を行 った船宿寺で はた とえば、 イン ドで成立 し移入 された袈裟の如法衣 に、中国

において形成 された編杉 ・儒 、また平安時代の七条袈裟 と横被 と修多羅、平安時代 に成立

した素絹 、奈良時代か ら平安時代に成立 した修験者の法衣等、現在 も花供養法要に被着 さ

れている。 また、僧服の形態が定着す る過程 はまさに日本歴史の変遷史その もの といって

も過言ではな く、政変や権力体制の波 にさらされなが ら変化 した もの と、仏教行事の伝統

に支 えられで変化 しなかった面が、知見で きた。 このことは、僧服の変遷の基盤では、仏

教 自体 との深いつ なが りは勿論の こと、それに会処する仏教行事(法 会)、 それ を支える

僧侶・信仰者 の存在 な くして は語れない。それ と共に時代背景 として政治 ・経済・文化 といっ

た社会的要因が色濃 く影響 していることを知ることがで きた。

さらに、筆者 は最近 まで仏教 における服飾 の研究 は、主 と して有職故実 に基づ くものと

安易に考 えていたが、 この調査にあた り多 くの文献や資料 を紐 といてみる と、その考 えは
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浅 くそれ らの研究は歴史を踏まえ、社会生活 ・民俗習慣 、また政治や儀式な ど様 々な角度

か ら把握 されていることをあ らためて認識 した。今 回の調査研究 を機会 に、身近な地方の

祭礼の衣服や、記録 されていない民族衣裳 など、地域の慣習行事 との関わ りを調査、研究

したいと念願 している。なお、今回の調査では、江戸時代後期 の各宗派の法衣 につ いての

変遷 と、明治時代以降の法衣史についてはふれ られなか った。他 日にまとめたい と考えて

い る 。
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資料

注1)徳 光禅 師 奈良県南葛城郡史

注2)具 足戒 サ ンス クリッ トの 〈ウパサ ンパ ダー>upasampadaの 漢訳。仏教 の出家教 団(僧

伽)に 入 る ときの試験 をい う。原則 と してだれで も僧(比 丘(び く))に なるこ とが許 さ

れるが、 しか しつ ぎの場 合に限って入団許可 は得 られ ない。た とえば20才 に満 たない者、

父母の許 しを得ない者、負債 のある者等 、20種 ほ どの場合がある。

注3)薬 師瑠璃光如来 東方に想像 され る極楽世界である浄瑠璃 世界 の教 主である仏。万病 を

治癒 し人の寿命 を延 ばす ことを本願 とす る仏 として信仰 されている。

注4)巌 船明神 その土地 の守神でおそら く自然崇拝の中での 山の神 として起 って来た。

注5)観 世音菩薩 梵語 アヴ ァロキテシュヴァラAvalokitesvaraの 漢訳 。世 に光 を与 える名(音)

の持主 を意味する光世音、なやめる衆生(世)を み そなわす人 を意味 する観世音、いずれ

も菩薩の慈悲 を代表す る名である。

注6)結 界 寺社 などの宗教的空間の境 域 を定 めるこ と。その内部 にお いて は、宗教 的機 能が

充分 にはた ら くこ とがで きる ようにす るための タブー(禁 忌)を 守 らね ばならない とされ

てい た。魔 障な どの侵入 を防止す るた めに行われる結界の修法や、注連縄(し めなわ)や
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船宿寺における花供養法要 と柴燈護摩供養の僧服について

結界石に よる区切 りの表示がな され、外界 との区分けが な され る。

注7)末 法思想 釈迦の死後1500年(最 初500年 が正法 の時、次 の千年 が像 法の時)を 経 後一

万年間 とい われ、仏 の教 えがすた り教法のみが残 る時代 を指すのであ る。
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